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謹んで新年のお慶びを申し上げます．
本年もご愛読のほど，何卒よろしくお願い申し上
げます．

◆　編集部では，巻末のホットラインカードや
Webアンケートで読者の皆様からいただいたお声
をもとに，編集委員・編集協力スタッフの先生方
にご指導いただきながら，毎号の掲載記事のテー
マや内容を考案しています．臨床検査について知
りたいことや日常業務でのお悩み，誌面への感
想・ご意見など，小さなことでも大歓迎ですので
お寄せいただますと幸いです．
◆　花屋さんでユーカリの葉を買って，自宅に置
いてみました．日常生活で視界に緑が入る時間が
増えると，気持ちがいいですね． （湯本）
◆　連載「メディカルスタッフ職業図鑑」は今月
で最終回です．普段は臨床検査ばかりで，他職種
のことを知る機会があまりありませんでしたが，
今日の医療は多くの医療職種の方々の支えによっ
て成り立っているということを感じました．そし
てどの職種にも共通しているのは，「どうすれば
患者さんのためになるのかを考えて行動する」と
いう点だったように思います．この意識は私達も
同じで，読者の皆様へ発信したコンテンツがひい
ては医療への貢献につながると考え，編集にあ
たっています．今後も皆様のニーズにお応えでき
る誌面を目指してまいりますので，どうぞよろし
くお願い申し上げます． （川岸）

（月刊）
Vol. 52 No. 1（1 月号）　 2024 年 1 月 15 日発行 

定価 1,980 円（本体 1,800 円＋税 10％）

編集発行人 白石　泰夫

〒 113‒8612　東京都文京区本駒込 1‒7‒10
電　話　編集（03）5395‒7621　販売（03）5395‒7616
郵便振替口座　00190‒5‒13816
印刷所・三報社印刷株式会社　製本所・榎本製本株式会社

発　行　所

編 集 後 記

▶2024年1月下旬発売

February
2024 Vol.52 No.2 2［  特集  ］

やっている“つもり”になっていませんか？
臨床検査の医療安全
を見直そう
1．医療安全の変遷と現状

根本誠一（ひたちなか総合病院）

2．医療安全の基本
1）チーム医療で行う医療安全

宇城研悟（松阪市民病院）
2）医療の質を知り，安全を得るための手法

根本誠一（ひたちなか総合病院）

3．�想定事例から学ぶ　検査領域別の医療安全・�
医療事故防止のポイント
1）病理検査

　（1）検体受付から病理診断
　　　鈴木美那子（慶應大），他

　（2）病理診断報告から既読・未読管理
　　　島田直樹（聖マリアンナ医大病院）

2）輸血検査
山本喜則（帝京大ちば総合医療センター）

3）生理機能検査
田中夏奈（小牧市民病院）

4）�検体検査（血液検査・生化学検査・一般検査・
微生物検査）
鈴木美穂（JA愛知厚生連安城更生病院）
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